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（５）精神疾患 

現状と課題 

＜現状＞ 

○ 少子高齢化の進展の中で、精神疾患総患者数のうち新規入院患者は減少し、（H29 年は 7,030 人、

R2 年は 6,495 人）外来患者は大幅に増加しています（H29 年は約 80,000 人、R2 年は約 185,000

人）。 

また、在院患者のうち、１年以上の長期入院者に占める 65歳以上の高齢者の割合も増加していま

す。（H29年は 78％、R2年は 83％） 

 〇 地域共生社会の実現に向け、精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築を推進するため、

地域生活への移行、定着について、精神保健福祉に関する従事者の養成やアウトリーチ活動の推

進など支援の充実、関係機関相互の連携促進などに取組むとともに、精神障害者を支える最も身

近な家族を「ケアラー」と位置付け、多職種チームによる家族支援を実施してきたほか、当事者

団体等との連携により、精神障害者を支えるピアサポーターを養成し、当事者（本人・家族）参

加の下、支援してきました。 

○ 退院後の住居の確保を図るとともに、活動の場作りにも努めており、また精神障害者の社会復帰

を促進するため、就労支援を実施してきました。 

○ 精神科救急について、保健所、保健福祉センターと精神科救急情報センターとの情報共有を行っ

ており、夜間・休日の患者受入については、北部・南部でそれぞれ複数の精神科病院による輪番

で対応してきました。 

○ 身体合併症について、山城地域において一般科病院と精神科病院とが連携する精神科救急医療連

携強化事業を実施し、医療機関間の連携強化を図っているところです。 

○ 災害精神医療について、令和２年度から DPAT先遣隊に続き、被災地に派遣される DPAT隊員の養

成を開始するとともに、令和 4年度に洛南病院を災害拠点精神科病院に指定しています。 

 

＜課題＞ 

 疾患別 

○統合失調症 

・統合失調症は 10 代後半から 30 代が好発年齢となっていることから、学校における学生・家族・ 

教職員や職場における従業員等への正しい理解を促すための啓発が必要です。 

・外来治療・地域支援が発展中であり、継続的な支援が必要です。 

・治療抵抗性統合失調症への取組みや長期在院者への退院促進が必要です。 

○気分（感情）障害 

・うつ病など気分（感情）障害は自殺とも関連の深い精神疾患であることから、正しい理解の啓発、

早期相談・早期受診に向けた取組が非常に重要です。 

・うつ病など気分（感情）障害の有病率が上昇しており（人口 10万対の患者数は H29年は 922人、R2

年は 2715人）、対策が必要です。 

○依存症 

・ゲーム障害など新たな依存症や既存の依存症に対し、若い世代など府民を対象とした啓発活動とと

もに、治療を行える医療機関の確保や自助グループなどの周知、多重債務問題など幅広い相談機関

による連携体制の強化が必要です。 
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○児童・思春期精神疾患 

・当事者と保健、医療、福祉、教育の従事者への啓発、多職種の連携の強化が必要です。 

・児童・思春期精神疾患の診断・診察・入院が出来る医療機関が少なく、初診待機期間を短縮し生活

圏に近い場所や府内での診療を提供できる体制の整備が必要です。 

○その他の精神疾患 

・てんかんや外傷後ストレス障害、摂食障害その他の精神疾患については、府内に専門医、専門医療

機関の数が限られているため、それぞれの疾患に対応できる医療体制の整備が必要です。 

 

施策別 

○サービスへのアクセス保障と早期発見・早期対応 

・精神疾患は早期発見と早期対応が重要であることから、精神疾患の発症予防対策、早期相談・早期

受診の促進が重要であり、患者の状態に応じた適切な保健・医療・福祉サービスを実施していくこ

とが必要です。 

○専門医療 

・府内に各種の精神疾患を専門的に治療する医療機関が少ないため、特に依存症、児童・思春期精神

疾患、その他の精神疾患のそれぞれについて、専門的な治療が身近な地域で受けられるための仕組

みが必要です。 

○精神科救急 

・精神疾患の症状がいつ悪化しても早期に適切な対応を行うことが重要であることから、精神科救急

における初期、二次、三次の各段階における精神科救急医療提供体制が適切に機能すること、全て

の精神科医療機関が精神科救急医療提供体制に協力することが必要です。 

○精神科医療と身体科医療の連携 

・精神疾患と身体疾患が合併する事例では、適時に適切な治療を行うことができる総合病院が少ない

ことから、一般科医療機関と精神科医療機関の連携や関係の構築が重要です。 

・各保健所圏域内などで、依存症、自殺対策、虐待防止などの精神科・身体科共通の課題について実

情の把握及び共有が重要です。 

○治療抵抗性統合失調症への取組み 

・治療抵抗性統合失調症治療薬クロザピンによる治療は血液内科や民間検査会社との連携の難しさか

ら血液検査体制の確保が厳しく、普及が進んでいませんが、希望する方が治療を受けられるよう普

及が必要です。 

○権利擁護 

・隔離や身体的拘束など人権の制限に関わる処遇については、権利擁護を行うとともに、その実施数

（隔離指示 認知症：R2 年は 28 件、R3 年は 62 件、R4 年は 48 件 認知症以外：R2 年は 175 件、

R3 年は 162 件、R4 年は 147 件 身体拘束指示 認知症：R2 年は 40 件、R3 年は 48 件、R4 年は 56

件、認知症以外：R2年は 71件、R3年は 66件、R4年は 53件）を減少させることが必要です。 

・精神科病院で入院治療を受けている方は、医療機関外の者との面会交流が特に途絶えやすくなるこ

とを踏まえ、第三者による支援の検討が必要です。 

○長期在院者の退院促進と地域移行・地域定着の推進 

・認知症を除く長期在院者は、概ね減少傾向にあります。（H30 年は 1,713 件、R1 年は 1,688 件、R2

年は 1,658人、R3年は 1,577人、R4年は 1,625人） 
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・認知症の長期在院者は増加傾向にあり、（R2年に 966 人、R3 年 994 人、R4 年 1,042人）、長期入院

を防止するための対応が必要です。 

・地域の支援体制が整えば退院可能な人が相当程度存在していると考えられるため、精神障害にも対

応した地域包括ケアシステムの充実が必要です。 

・当事者にも開かれた参加の下、保健、医療、福祉関係者による精神障害にも対応した地域包括ケア

システムの構築に向けた「協議の場」の機能を活性化することが必要です。 

○災害精神医療 

・地震などの自然災害や大規模な事故はいつ、どこで発生するか予測できませんが、発生後は直ちに

対応が必要であるため、DPAT 隊員の更なる養成や、京都府が被災した際の他府県 DPAT 隊の受援体

制の整備が必要です。 

○医療観察法における対象者への医療 

・平成 17 年７月の心神喪失等の状態で重大な他害行為を行った者の医療及び観察等に関する法律(平

成 15 年法律第 110 号。以下｢医療観察法｣という)が施行されて以降、京都地方裁判所の審判にお

けて入院処遇が決定された患者については、指定入院医療機関が府内になく、原則として対象者の

地元に最も近い病棟のある府外の入院医療機関で入院しますが、入院調整のタイミングで近畿管内

の病棟が満床の場合は、全国の指定入院医療機関のうち空床の病棟に入院します。また、通院処遇

が決定された患者については府内９箇所の指定通院医療機関でそれぞれ処遇実施されていますが、

指定通院医療機関は地域に偏在している状況にあります。 

 

対策の方向 

目指す方向 

▶ 精神保健医療福祉の支援を要する方が、安心してその人らしい地域生活を送ることが出来る。 

▶ 精神障害者やその家族の参画を重視し、障害者本人と家族それぞれを支援する。 

 

目標（取組の方向性） 

 ① 精神障害者の地域移行、地域定着の推進 

② 専門医療の確保 

③ サービスへのアクセス保障と早期発見・早期対応 

④ 精神科救急医療体制の充実 

⑤ 精神科医療と身体科医療の連携の推進 

⑥ 災害精神医療提供体制の確保 

 

具体的な施策 

 目標① ・福祉サービスの整備、住居支援、家族支援など地域生活を支える福祉人材を養成する

とともに地域の支援体制を整備します。 

目標② ・各精神疾患それぞれに対応できる専門医療機関や医師、専門職の育成、専門外来の充

実・専門病床の整備、相談拠点や連携体制を構築します。 

目標③ ・市町村においても精神保健に課題を有する者への相談支援体制の整備、関係機関相互
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の連携を促進します。 

 ・発症前の予防対策として、産業医等と連携してメンタルヘルス対策や正しい知識の普

及啓発を学校、職場等で促進します。 

 ・京都府自殺ストップセンター等と連携して、自殺につながる可能性があるうつ病等の

精神疾患が疑われる方への支援を行います。 

 

目標④ ・全ての精神科医療機関が自院通院患者に関する救急対応を強化するなど、精神科医療

機関全体で救急医療提供体制を支えられるよう促進します。 

 

目標⑤ ・重篤な身体疾患を合併する精神疾患患者の大学病院等での受け入れの推進、精神疾患

身体疾患併存事例での精神科医療と身体科医療へのアクセスの改善、精神科医療機関

と身体科医療機関の連携を促進します。 

 

目標⑥ ・京都 DPAT 養成研修を継続的に開催することによる DPAT 隊員の確保、災害拠点精神科

病院における被災時の精神科医療の継続的な提供を確保するとともに、府が被災した

際の受援体制を整備します。 

 

疾患別 

＜統合失調症＞ 

・統合失調症に対する正しい理解について、講演会の実施等による府民への普及啓発活動とともに、

教育委員会と連携し、学生･家族･教職員に対する啓発活動を実施します。 

＜気分（感情）障害＞ 

・京都府自殺ストップセンター等と連携して、自殺につながる可能性があるうつ病等の気分障害が

疑われる方への支援を行います。 

＜依存症＞ 

・正しい知識の普及を図り、依存症に対する偏見の解消を目指すとともに、医療機関の充実・確保、

相談窓口の連携構築などの取組を推進します。 

※依存症対策については、京都府依存症等対策推進計画を参照してください。 

＜児童・思春期精神疾患＞ 

・教育現場においても、精神疾患について正しく理解できるよう啓発を促進します。 

・児童思春期に出現する多様な疾患に対応するための専門医療を提供するとともに、地域の医療・

ケアの質を高め、それを担う従事者や支援者等の人材養成を推進します。 

＜その他の精神疾患＞ 

・各専門分野についての研修を実施し、医療従事者等の養成、技術力向上を図り、府全体における

各専門分野での医療提供体制の整備を促進します。 

 

施策別 

＜医療観察法における対象者への医療＞ 

・対象者が府内・地元で適切な治療、処遇が受けられるよう、指定通院医療機関の偏在を解消する

取り組みを促進します。 
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ロジックモデル 

 

番号 Ｃ：個別施策  番号 Ｂ：中間アウトカム  番号 Ａ：分野アウトカム 
        

１ 

福祉サービスの基盤整備 

福祉人材の養成 

地域の支援体制整備 

 

１ 
精神障害者の地域移行、地

域定着の推進 

 

 

 

指標 グループホーム整備数    

指標 短期入所事業整備数 

指標 福祉人材研修受講状況     

指標 「協議の場」開催状況 

指標 
地域移行・地域定着支

援実施数 

指標 
入院後 3ヶ月、6ヶ月、

12ヶ月時点退院率 
  

１ 

精神保健医療福祉の支援

を要する方が、安心してそ

の人らしい地域生活を送る

ことができる 

指標 1年以上在院患者数   

指標 
精神病床退院後一年以
内の平均地域生活日数   

      

２ 

医療機関の確保・充実  

２ 専門医療の確保 

 

指標 依存症専門医療機関数     

指標 指定入院医療機関数   

指標 
隔離・身体的拘束指示

件数 
    

指標 
クロザピン登録医療機

関数 

２ 

精神障害者やその家族の参

画を重視し、障害者本人と

家族それぞれを支援する。 

      

３ 

相談体制の充実・発生予防  

３ 
サービスへのアクセス保障

と早期発見・早期対応 

 

指標 
精神保健に関する相談
に対応する市町村数   

指標 普及啓発活動実施数   

         

４ 

精神科救急医療体制の充実  

４ 精神科救急医療体制の充実 

   

指標 
病院群輪番事業参加病
院数 

    

         

５ 

精神科身体合併症医療体制
の充実 

 

５ 
精神科医療と身体科医療の

連携の推進 

   

指標 
精神科一般科連携事例
検討会開催件数 

    

         

６ 

災害精神医療の対応力向上  

６ 
災害精神医療提供体制の確

保 

   

指標 DPAT先遣隊登録人数     

指標 DPAT一般隊登録人数     
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成果指標 

番号 項 目 現状値 目標値 出 典 

Ｃ１ グループホーム整備数 2,262人分 令和４年度 3,061人分 令和 8年度 京都府障害

者・障害児総

合計画 
Ｃ１ 

短期入所事業所整備

数 
1,638人分 令和４年度 2,353人分 令和 8年度 

Ｃ１ 
福祉人材研修受講状

況 
44人 令和５年度 100人 令和 10年度  

Ｃ１ 「協議の場」開催状況 ５医療圏 令和５年度 全医療圏 令和 10年度  

Ｃ１ 
地域移行・地域定着支

援実施数 

６人 
令和５年度 

36人 
令和 10年度  

125人 750人 

Ｃ１ 

精神科病床入院後の

退院率（3 ヶ月、6 ヶ

月、12ヶ月時点） 

55.0% 

令和４年度 

68.9％ 

令和 8年度 

京都府障害

者・障害児総

合計画 

80.4% 84.5％ 

87.8% 91.0％ 

Ｃ１ 
１年以上長期入院患

者数 
2,388人 令和４年度 2,196人 令和 8年度 

京都府障害

者・障害児総

合計画 

Ｃ１ 

精神病床からの退院後

一年以内の地域におけ

る生活日数の平均 

325日 令和４年度 330日 令和 8年度 

京都府障害

者・障害児総

合計画 

Ｃ２ 

隔離指示件数（人口 10

万対）（上段：認知症／

下段：認知症以外） 

2.4人 

令和２年度 

1.6人 

令和 10年度  

6.3人 5.2人 

Ｃ２ 

身体的拘束指示件数

（人口 10万対）（上段：

認知症／下段：認知症

以外） 

1.9人 

令和２年度 

0.1人 

令和 10年度  

2.6人 1.1人 

Ｃ２ 

クロザピン登録医療機

関数（上段：病院／下

段：診療所） 

７ 

令和５年度 

13 

令和 10年度  

１ ７ 

Ｃ３ 
精神保健に関する相談

に対応する市町村数 
未整備 令和４年度 全市町村 令和 10年度  

Ｃ３ 普及啓発活動実施数 ２回 令和５年度 ６回 令和 10年度  

Ｃ４ 
精神科救急病院群輪

番制度参加病院数 
６か所 令和４年度 10か所 令和 10年度  

Ｃ５ 
精神科一般科連携事

例検討会参加病院数 
３病院 令和４年度 ６病院 令和 10年度  

Ｃ６ DPAT先遣隊登録人数 14人 令和４年度 20人 令和 10年度  

Ｃ６ DPAT一般隊登録人数 27人 令和４年度 33人 令和 10年度  
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京都府内における精神疾患の医療体制（疾患別） 

 

  

  

丹後医療圏 

中丹医療圏 

南丹医療圏 

京都・乙訓医療圏 

山城北医療圏 

山城南医療圏 
アル
コール

薬物
ギャン
ブル等

京都博愛会病院 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

府立医科大学附属病院 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

北山病院 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第二北山病院 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

いわくら病院 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

京都大学医学部附属病院 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

川越病院 〇 〇 〇 〇 〇 〇

京都東山老年サナトリウム 〇 〇 〇 〇

洛和会音羽病院 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

嵯峨さくら病院 〇 〇 〇 〇 〇 〇

京都ならびがおか病院 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

醍醐病院 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

長岡病院 〇 〇 〇 〇 〇 〇

西山病院 〇 〇 〇

京都(12)・乙訓(2)
統合失
調症

うつ
病・
躁う
つ病

児童・
思春期

依存症
PTS

D
摂食
障害

てん
かん

認知
症

発達障
害

高次脳
機能障
害

アル
コール

薬物
ギャン
ブル等

もみじヶ丘病院 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

東舞鶴医誠会病院 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

舞鶴医療センター 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

発達障
害

高次脳
機能障
害

認知
症

てん
かん

中丹(3)
統合失
調症

うつ
病・
躁う
つ病

児童・
思春期

依存症
PTS

D
摂食
障害

アル
コール

薬物
ギャン
ブル等

府立洛南病院 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

宇治おうばく病院 〇 〇 〇 〇 〇 〇

田辺病院 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

摂食
障害

てん
かん

山城北(3)
統合
失調症

うつ
病・
躁う
つ病

児童・
思春期

依存症

PTSD認知症
発達
障害

高次
脳機能
障害



183 
 

京都府内における精神疾患の医療体制（施策別・機能別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

丹後医療圏 

中丹医療圏 

南丹医療圏 

京都・乙訓医療圏 

山城北医療圏 

山城南医療圏 精神科
救急

身体合
併症

災害
精神

医療
観察

急性
期

回復
期

慢性
期

京都博愛会病院 〇 〇 〇

府立医科大学附属病院 〇 〇 〇 〇

北山病院 〇 〇 〇 〇 〇

第二北山病院 〇 〇 〇 〇 〇

いわくら病院 〇 〇 〇 〇 〇 〇

京都大学医学部附属病院 〇 〇 〇 〇 〇 〇

川越病院 〇 〇 〇 〇

京都東山老年サナトリウム 〇 〇 〇

洛和会音羽病院 〇

嵯峨さくら病院

京都ならびがおか病院 〇 〇 〇

醍醐病院 〇 〇 〇 〇

長岡病院 〇 〇 〇 〇

西山病院 〇 〇 〇 〇

京都(12)・乙訓(2)

施策別 機能別

精神科
救急

身体合
併症

災害
精神

医療
観察

急性
期

回復
期

慢性
期

もみじヶ丘病院 〇 〇 〇 〇 〇

東舞鶴医誠会病院 〇 〇 〇 〇

舞鶴医療センター 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

中丹(3)

施策別 機能別

精神科
救急

身体
合併症

災害
精神

医療
観察

急性期 回復期 慢性期

府立洛南病院 〇 〇 〇 〇 〇 〇

宇治おうばく病院 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

田辺病院 〇 〇

山城北(3)

施策別 機能別
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京都府の精神科救急医療体制図 
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（６）認知症 

認知症については、「第３次京都式オレンジプラン（第３次京都認知症総合対策推進計画）」とし

て、令和６年３月に策定しています。この推進計画は本計画に付随するものであり、その内容は概

ね次のとおりです。 

 

【第３次京都式オレンジプラン（第３次京都認知症総合対策推進計画）の概要】 

１ 計画の位置づけ 

行政、医療、介護、福祉等関係機関が一丸となって進める認知症に関する取組について各々

の役割を明確化し、行政だけでなくあらゆる関係団体や府民の行動指針（計画）として、京都

地域包括ケア推進機構・認知症総合対策推進プロジェクトが策定しています。 

 

２ 計画の基本方針 

「10のアイメッセージによる当事者視点の重視」（理想とする社会の姿を、認知症の本人

ある「私」（＝I（アイ））を主語した 10のメッセージとして表現したもの）を基本方針と

して、総合的かつ計画的に認知症対策を推進します。 

 

①私は、周囲のすべての人が、認知症について正しく理解してくれているので、人権や個性

に十分な配慮がなされ、できることは見守られ、できないことは支えられて、活動的にす

ごしている。 

②私は、症状が軽いうちに診断を受け、この病気を理解し、適切な支援を受けて、将来につ

いて考え決めることができ、心安らかにすごしている。 

③私は、体調を崩した時にはすぐに治療を受けることができ、具合の悪い時を除いて住み慣

れた場所で終始切れ目のない医療と介護を受けて、すこやかにすごしている。 

④私は、地域の一員として社会参加し、能力の範囲で社会に貢献し、生きがいをもってすご

している。 

⑤私は、趣味やレクリエーションなどしたいことをかなえられ、人生を楽しんですごしてい

る。 

⑥私は、私を支えてくれている家族の生活と人生にも十分な配慮がされているので、気兼ね

せずにすごしている。 

⑦私は、自らの思いを言葉でうまく言い表せない場合があることを理解され、人生の終末に

至るまで意思や好みを尊重されてすごしている。 

⑧私は、京都のどの地域に住んでいても、適切な情報が得られ、身近になんでも相談できる

人がいて、安心できる居場所をもってすごしている。 

⑨私は、若年性の認知症であっても、私に合ったサービスがあるので、意欲をもって参加し

すごしている。 

⑩私は、私や家族の願いである認知症を治す様々な研究がされているので、期待をもってす

ごしている。 
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３ 主な対策 

・認知症の本人の活動に対する支援 

－すべての人が認知症を正しく理解し適切に対応できる環境づくり 

－認知症の人の就労、社会参加の支援の強化 

－若年性認知症施策の強化 

・認知症の本人・家族を支える地域の体制構築 

－＜早期発見・早期鑑別診断・早期対応＞ができる体制づくり 

－地域での日常生活におけるバリアフリー化の推進 

－相談体制の整備等 

－家族・介護者等への支援の強化 

－認知症の人の意思決定の支援及び権利擁護の保護 

・医療・介護提供体制の整備 

－とぎれない医療・介護サービスが受けられる仕組みづくり 
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５ 精神疾患 

 

Ⅰ．精神疾患 

（１）罹患の状況 

 ①新規入院患者数（（ ）は平均在院日数）        ②外来患者数 

  

平成29年 令和2年

7,030 6,495

（255.7） （250.3）

387,224 359,644

（267.7） （277）

京都府

全国

        

平成29年 令和2年

京都府

全国

80,000 185,000

3,891,500 5,860,500

 

     
【資料】 平成 29 年、令和２年病院報告                      【資料】 平成 29 年、令和２年患者調査

 

 

       ＜在院患者の疾患別内訳＞ 4,263 人           ＜外来患者の疾患別内訳＞ 185,000 人 

    （令和 4年 6月 30 日時点 京都府）                   （令和 2年 京都府） 

                   

    【資料】 令和４年度精神保健福祉資料作成のための調査                    【資料】 令和 2 年患者調査 

 

③１年以上入院している患者（令和 4 年 6月 30日時点） 

     ＜在院期間別患者数＞   ＜１年以上患者疾患別内訳＞  ＜１年以上患者年齢別内訳＞ 

     4,263 人             2,667 人            2,667 人 

   

【資料】 令和４年度精神保健福祉資料作成のための調査
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（２）診療体制 

① 医療機関数（施設） 
 

診療科目 丹後 中丹 南丹 京都・乙訓 山城北 山城南 計 

精 神 科
 

 

病 院 3 6 5 30 7 0 51 

診療所 1 9 9 146 19 5 189 

心療内科
 

 

病 院 1 2 1 20 3 0 27 

診療所 2 8 3 94 13 3 123 

     【資料】 令和２年医療施設（静態・動態）調査  

  

② 精神保健指定医数 

 精神保健指定医数 

京都府 274 
      【資料】 令和５年３月 31 日現在京都府精神保健福祉総合センター、京都市こころの健康増進センター調べ 

 

③ 精神科救急医療体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

④  精神保健体制 

 

 

 

精神保健福祉センター 

 

保健所・保健福祉センター 

京都府
 

京都府精神

保健福祉総

合センター 

 

地域における精神保健福祉の中核

機関として、企画立案、技術指導及

び技術援助、教育研修、普及啓発、

調査研究、資料の収集、分析及び

提供、精神保健福祉相談、組織の

育成、精神医療審査会の審査に関

する事務、自立支援医療（精神通院

医療）及び精神障害者保健福祉手

帳の判定等を実施 

 

 

保健所
 

７箇所
 

（１分室） 

 

 

 

 

精神保健福祉相談員、保

健師等が精神保健福祉相

談（面接、電話）、精神医学

的指導、訪問指導、危機介

入、地域づくり等を実施 

 

 

京都市 

京都市ここ

ろの健康増

進センター
 

保健所 

１箇所 

保健福祉セ

ンター 

14箇所 

 

 

精神科救急基幹病院
（常時対応施設）

輪番施設

北部地域 舞鶴医療センター 東舞鶴医誠会病院、もみじヶ丘病院

南部地域 洛南病院

いわくら病院、宇治おうばく病院、川越病院、
北山病院、京都大学医学部附属病院、京都博
愛会病院、京都府立医科大学附属病院、醍醐
病院、第二北山病院、長岡病院、西山病院
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６ 認知症 

 

（１）認知症高齢者数の推計 

  厚生労働省研究班の推計によると、令和２年の認知症高齢者数は、全国で約 631 万人。京都府に

あてはめると、約 12.7 万人となります。 
 

 認知症高齢者数の推計                                      （単位：万人） 

 
平成 27 年 
（2015 年） 

令和 2 年 
（2020 年） 

令和 7 年 
（2025 年） 

令和 12 年 
（2030 年） 

令和 22 年 
（2040 年） 

認知症高齢者数（全国） 525 631 730 830 953 

認知症高齢者数（京都府） 10.5 12.7 15.3 17.6 19.7 

（注）「日本における認知症の高齢者人口の将来推計に関する研究」（平成 26 年度厚生労働科学研究費補助金特別研究 

事業 九州大学 二宮教授）の推計及び厚生労働省作成資料をもとに、京都府の高齢者数にあてはめて推計。 

 

 

（２）認知症キャラバンメイトと認知症サポーター数 

認知症を正しく理解し、認知症の人や家族を見守る「認知症サポーター」や、認知症サポーター

養成講座の講師となる「キャラバンメイト」の養成を行っています。 
    

キャラバンメイトと認知症サポーター数の推移                        （単位：人） 

 令和元年度 令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度 令和 5 年度 

キャラバンメイト 5,330 5,301 5,337 5,488 5,649 

認知症サポーター 288,843 298,161 307,382 319,905 326,070 

    【資料】 全国キャラバン・メイト連絡協議会調べ（令和 5 年 9 月現在） 

    （注）令和元～4 年度は各年度末、5 年度は 9 月末現在の人数。 

 

 

（３）京都高齢者あんしんサポート企業の登録状況 

 薬局や銀行、スーパー等の民間事業者を「京都高齢者あんしんサポート企業」として登録し、買

い物等で訪れる高齢者への声かけや買い物支援、必要に応じて相談窓口を紹介するなどの取組を行

ってます。 
 

    京都高齢者あんしんサポート企業登録数                         （単位：事業所・人）  

 
～平成 
30 年度 

令和 
元年度 

令和 
2 年度 

令和 
3 年度 

令和 
4 年度 

令和 
5 年度 

計 

事業所数 2,844 259 166 252 184 161 3,866 

サポーター数 17,932 426 296 373 309 267 19,603 

【資料】 京都府高齢者支援課調べ（令和 5 年 12 月現在） 
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（４）認知症サポート医の養成、かかりつけ医等の認知症対応力向上研修 

 かかりつけ医、看護師等の医療従事者を対象に、認知症の人やその家族を支える知識と方法を習

得する研修を実施するとともに、かかりつけ医の相談役・アドバイザーとなる「認知症サポート医」

の養成を行っています。 

 

  認知症サポート医の養成人数                                      （単位：人） 

 
～平成 
30 年度 

令和 
元年度 

令和 
2 年度 

令和 
3 年度 

令和 
4 年度 

令和 
5 年度 

計 

認知症サポート医 161 30 0 30 26 27 274 

 

  認知症対応力向上研修修了者数                                    （単位：人） 

 
～平成 
30 年度 

令和 
元年度 

令和 
2 年度 

令和 
3 年度 

令和 
4 年度 

令和 
5 年度 

計 

かかりつけ医 1,960 177 140 203 230 182 2,892 

病院勤務の医療従事者 5,461 567 442 373 261 37 7,141 

歯科医師 296 74 40 56 43 49 558 

薬剤師 838 155 41 111 99 103 1,347 

看護職員 323 79 40 57 65 61 625 

【資料】 京都府高齢者支援課調べ（令和 5 年 12 月現在） 

 

 

 

 

 

 

 

 


